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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年12月6日(2018.12.6)

【公開番号】特開2018-123293(P2018-123293A)
【公開日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2018-030
【出願番号】特願2017-130380(P2017-130380)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/30     (2014.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   11/30     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     １２５　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １２０　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １００　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １１２　

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　少なくとも水（Ａ）、色材（Ｂ）、水溶性有機溶剤成分（Ｃ）、界面活性剤（Ｄ）、お
よび樹脂微粒子（Ｅ）を含有する水性インクジェットインクであって、
　前記水溶性有機溶剤成分（Ｃ）は、Ｒ１Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨ（式中、Ｒ１は炭素
数１～４の直鎖状または分岐状のアルキル基を表し、ｍは２または３の整数を表す）で表
される第１のモノオール系溶媒と、Ｒ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎＨ（式中、Ｒ２は炭素数１～
４の直鎖状または分岐状のアルキル基を表し、ｎは２または３の整数を表す）で表される
第２のモノオール系溶媒と、３－メトキシ－１－ブタノールおよび３－メトキシ－３－メ
チル－１－ブタノールからなる群より選ばれる少なくとも１種である第３のモノオール系
溶媒とを含有し、
　前記第３のモノオール系溶媒のインク中の含有量が、８質量％以上２７質量％以下であ
り、
　前記第１のモノオール系溶媒のインク中の含有量が、０．５質量％以上９質量％以下で
あり、
　前記第２のモノオール系溶媒のインク中の含有量が、０．５質量％以上９質量％以下で
あり、
　前記水溶性有機溶剤成分（Ｃ）のインク中の含有量が、１５質量％以上４２質量％以下
である、
ことを特徴とする水性インクジェットインク。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　本発明の水性インクジェットインクは、少なくとも水（Ａ）、色材（Ｂ）、水溶性有機
溶剤成分（Ｃ）、界面活性剤（Ｄ）、および樹脂微粒子（Ｅ）を含有する。前記水溶性有
機溶剤成分（Ｃ）は、Ｒ１Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨ（式中、Ｒ１は炭素数１～４の直鎖
状または分岐状のアルキル基を表し、ｍは２または３の整数を表す）で表される第１のモ
ノオール系溶媒と、Ｒ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎＨ（式中、Ｒ２は炭素数１～４の直鎖状また
は分岐状のアルキル基を表し、ｎは２または３の整数を表す）で表される第２のモノオー
ル系溶媒と、３－メトキシ－１－ブタノールおよび３－メトキシ－３－メチル－１－ブタ
ノールからなる群より選ばれる少なくとも１種である第３のモノオール系溶媒とを含有す
る。前記第３のモノオール系溶媒のインク中の含有量は、８質量％以上２７質量％以下で
ある。前記第１のモノオール系溶媒のインク中の含有量は、０．５質量％以上９質量％以
下である。前記第２のモノオール系溶媒のインク中の含有量は、０．５質量％以上９質量
％以下である。前記水溶性有機溶剤成分（Ｃ）のインク中の含有量は、１５質量％以上４
２質量％以下である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の水性インクジェットインクは、少なくとも水（Ａ）、色材（Ｂ）、水溶性有機
溶剤成分（Ｃ）、界面活性剤（Ｄ）、および樹脂微粒子（Ｅ）を含有する。ここで、水溶
性有機溶剤成分（Ｃ）は、Ｒ１Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨ（式中、Ｒ１は炭素数１～４の
直鎖状または分岐状のアルキル基を表し、ｍは２または３の整数を表す）で表される第１
のモノオール系溶媒（以下、「モノオール系溶媒（１）」ともいう）と、Ｒ２Ｏ（Ｃ３Ｈ

６Ｏ）ｎＨ（式中、Ｒ２は炭素数１～４の直鎖状または分岐状のアルキル基を表し、ｎは
２または３の整数を表す）で表される第２のモノオール系溶媒（以下、「モノオール系溶
媒（２）」ともいう）と、３－メトキシ－１－ブタノールおよび３－メトキシ－３－メチ
ル－１－ブタノールからなる群より選ばれる少なくとも１種である第３のモノオール系溶
媒（以下、「モノオール系溶媒（３）」ともいう）とを含有する。モノオール系溶媒（３
）のインク中の含有量は、８質量％以上２７質量％以下である。モノオール系溶媒（１）
のインク中の含有量は、０．５質量％以上９質量％以下である。モノオール系溶媒（２）
のインク中の含有量は、０．５質量％以上９質量％以下である。水溶性有機溶剤成分（Ｃ
）のインク中の含有量は、１５質量％以上４２質量％以下である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　水溶性有機溶剤成分（Ｃ）は、少なくともＲ１Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨ（式中、Ｒ１

は炭素数１～４の直鎖状または分岐状のアルキル基を表し、ｍは２または３の整数を表す
）で表されるモノオール系溶媒（１）と、Ｒ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎＨ（式中、Ｒ２は炭素
数１～４の直鎖状または分岐状のアルキル基を表し、ｎは２または３の整数を表す）で表
されるモノオール系溶媒（２）と、３－メトキシ－１－ブタノールおよび３－メトキシ－
３－メチル－１－ブタノールからなる群より選ばれる少なくとも１種であるモノオール系
溶媒（３）とを含有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　Ｒ１Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｍＨ（式中、Ｒ１は炭素数１～４の直鎖状または分岐状のア
ルキル基を表し、ｍは２または３の整数を表す）で表されるモノオール系溶媒（１）は、
本発明の水性インクジェットインクの定着性を高める成分である。モノオール系溶媒（１
）は、特にＰＶＣ基材を溶解可能であることから、ＰＶＣ基材に対する定着性を高めるた
めに特に有効な成分である。モノオール系溶媒（１）としては、上記の式を満たすモノオ
ール系溶媒を、単独でまたは２種以上を組み合わせて用いることができる。上記の式にお
いて、Ｒ１は、好ましくは炭素数３または４の直鎖状または分岐状のアルキル基であり、
より好ましくはｎ－ブチル基である。モノオール系溶媒（１）としては、保存安定性がよ
り高いことから、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、およびトリエチレングリコ
ールモノブチルエーテルが好ましく、トリエチレングリコールモノブチルエーテルがより
好ましい。本発明の水性インクジェットインク中のモノオール系溶媒（１）の含有量は、
０．５質量％以上９質量％以下である。含有量が０．５質量％未満だと、ＰＶＣ基材に対
する十分な定着性が得られない。よって含有量は、好ましくは１質量％以上、より好まし
くは２質量％以上、さらに好ましくは３質量％以上である。一方、含有量が９質量％を超
えると、インクの保存安定性が低下する。よって含有量は、好ましくは８．５質量％以下
、より好ましくは８質量％以下、さらに好ましくは７．５質量％以下である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　Ｒ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｎＨ（式中、Ｒ２は炭素数１～４の直鎖状または分岐状のアルキ
ル基を表し、ｎは２または３の整数を表す）で表されるモノオール系溶媒（２）は、本発
明の水性インクジェットインクの濡れ拡がり易さを改善して、画像滲みの発生を抑制する
とともに光学濃度を向上させる成分である。モノオール系溶媒（２）としては、上記の式
を満たすモノオール系溶媒を、単独でまたは２種以上を組み合わせて用いることができる
。上記の式において、Ｒ２は、好ましくはメチル基およびエチル基であり、より好ましく
はメチル基である。モノオール系溶媒（２）としては、ジプロピレングリコールモノメチ
ルエーテルおよびトリプロピレングリコールモノメチルエーテルが好ましい。なお、プロ
ピレン基（Ｃ３Ｈ６）は、ｎ－プロピレン基およびイソプロピレン基のいずれであっても
よく、イソプロピレン基であることが好ましい。本発明の水性インクジェットインク中の
モノオール系溶媒（２）の含有量は、０．５質量％以上９質量％以下である。含有量が０
．５質量％未満だと、画像滲みが発生しやすくなり、また十分な高さの光学濃度が得られ
ない。よって含有量は、好ましくは１質量％以上、より好ましくは２質量％以上、さらに
好ましくは３質量％以上である。また、含有量は、一方、含有量が９質量％を超えると、
画像滲みが発生する。よって含有量は、好ましくは８．５質量％以下、より好ましくは８
質量％以下、さらに好ましくは７．５質量％以下である。
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